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小特集

日本における黎明期の科学史研究と戦後の復興＊

本小特集の趣旨

溝　口　　　元＊＊

我が国における科学史関係の学会組織は、1941年 4月 22日に設立された本「日本科学史学会」か
ら始まる。この日本科学史学会の成立事情については、これまでにもいくつかの言及がみられる 1）。

そして、日本における科学史研究の歴史については、平成元年度科学研究費補助金総合研究A（研
究者代表、菊池俊彦）により『我が国の科学史研究の歴史と現状についての実証的研究』が行なわ

れた。そこでは、1941年 3月から 1991年 12月までの 50年間の詳細な日本科学史学会の活動記録の
年表が作成され、回顧録とともに 1992年に紙媒体の報告書が提出された。さらに、「昔日談」として、
我が国の代表的な科学史家である矢島祐利（1903～ 1995）、薮内清（1906～ 2000）氏らの話が盛り
込まれた。また、聞き取り調査が、湯浅光朝、島村福太郎、山崎俊雄、大沼正則、飯田賢一、根本

順吉、安田辰馬、大崎正次、平田寛、加藤房之助、栗原一郎、高田誠二氏らに対して行われた 2）。

さらに、平成 4年度～平成 5年度においても同じく科学研究費補助金を受け『日本の科学史研究
における碩学からのヒアリングと画像記録による資料収集』（総合研究 A、研究代表者、井原聰）
が実施された。ここには、菊池代表の上述の報告書に加えて、日本科学史学会の 8支部（北海道、
東北、関東、東海、名古屋、京都、阪神、九州）と中国・四国地区の活動記録、分科会として科学

史教育分科会、現代日本科学技術史分科会、19世紀科学技術史分科会、生物学農学分科会、古代
中世科学技術史分科会、近世近代分科会、技術工学分科会、生物学史分科会、化学分科会、日本

史・東洋史分科会、技術史分科会等の動向が掲げられている 3）。これらの内、途絶せず継続してい

る分科会は生物学史分科会、復活したのが技術史分科会である。それぞれ「生物学史研究」（前身

1955年創刊）、技術史分科会「技術史」（2000年創刊）と題した機関誌を発行している。井原代表
の報告書で大変興味深いのはガリ版刷の「科学史および科学方法論研究サークル連合」の資料が再

掲されていることである。大学を横断した科学史に関する関心と活動を窺うことができる。

しかし、これ以降、どのような動向であったのか整理されたものは見られない。第二次世界大戦

前に設立されていた科学史系の学会は日本科学史学会のみであるが、戦後には関連する学会とし

て、科学基礎論学会（1954）、日本数学史学会（1959）、化学史学会（前身は化学史研究会 1973）、
産業考古学会（1977）、日本科学史技術史学会（1997）、日本技術史教育学会（1997）、科学技術社
会論学会（2001）、科学社会学会（2012、前身は科学・技術と社会の会、1988）等が設立されてきた。

2016年に日本科学史学会と上述の日本技術史教育学会との共催シンポジウムでは、技術史に関
連がある学術団体として、これら以外にも交通史学会（1975）、鉄道史学会（1983）、日本産業技術
史学会（1984）、日本情報考古学会（1995）、アジア鋳造技術史学会（2007）などが紹介された。さ
らに、「物理学史通信」（1991）や「サジアトーレ」（1975）などを発行してきた任意団体。科学史
の専攻課程をもつ大学の動向、などを含めて年表を作成すれば、日本における科学史の研究活動に

　＊   本小特集は、2018年 5月 27日、東京理科大学葛飾キャンパスにおいて開催された日本科学史学会第 65
回年会シンポジウムに基づくものである。

＊＊  立正大学社会福祉学部　E-mail: hazime@ris.ac.jp
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関する時系列的な全貌が浮き上がると思われる（カッコ内設立年）4）。

ところで、1941年に設立された日本科学史学会以前にも我が国において科学史の研究を学会組
織にして活性化しようとする動きがみられた。その典型が「日本理学史会」の設立であり、その資

料も良好な状態で保存されている。その分析が本シンポジウムの主目的でもある。これまでにも、

日本の科学史研究の歴史に触れる際には、明治前科学史研究の出版計画や岩波書店の『科学』に関

わった人たち、唯物論研究会等々いくつか指摘されてきた。また、日本科学史学会が組織的な活動

を停止した戦時中でも科学史に関する研究は行われていた。さらに、敗戦後の学会活動の復興にも

いくつか経緯がみられる。これらと関連する年会シンポジウムの成果を踏まえ、現在の日本科学史

学会の源流と戦時中の動向、敗戦後の復興過程を浮き彫りにしてみたい。なお、シンポジウムは以

下の 5名の話題提供者と 2名の司会・コメンテーターにより実施した。

佐野正博：司会

溝口　元：趣旨説明

中村　士：天文学者山本一清と「日本理学史会」 ―
山田俊弘：〈歴史〉意識の濫觴へ―20世紀初頭の科学史への関心の背景にあるもの
岡田大士：科学史学会成立以前の日本で想定された科学史研究の担い手

河村　豊：戦時下の科学史研究―図書・雑誌を分析して―

溝口　元：坂西志保の戦前・占領期における日本の科学史研究への貢献

渋谷一夫：コメント

話題提供者の報告の概略を簡単に記しておこう。

中村は、1931年、京都帝国大学内に準備室が置かれた「日本理学史会」に関する資料発見とそ
の活動が日本科学史学会創立の前史に位置付けられるべきであることを述べた。

山田は、京都帝国大学の宇宙物理学者新城新蔵の科学史研究の背景に東洋史、西洋科学史、自然

史への関心の高まりがみられたことをこれらの領域の研究者との関わりを基に論じた。

岡田は、日本理学史学会設立の際、どのような人物に入会への案内状が配布されたのか、その属

性について、専攻分野、地域性、年齢等を整理し分析した結果について述べた（本稿では、題名を

「国内外の研究状況の変化が我が国における研究者集団の形成に与えた影響「日本理学史会」と「日

本科学史学会」の立ち上がりに関与した集団を比較して」とした）。

河村は、戦時下に刊行された科学史関係単行本（約 500種類）、科学史関係記事掲載雑誌（約
100種類）を定量的に分析し、戦時下における「日本的科学」等、科学史研究の特徴を示すとともに、
これらの量的および質的分析を行った結果を発表した。

溝口は、戦前、ワシントン DCに所在する米国議会図書館日本課長であった坂西志保が在職中に
ISISに寄稿した記事の分析、および敗戦直後から占領期における我が国の科学史研究の復興に対す
る彼女の寄与について報告した。

渋谷は、これまでの自身の岩波書店刊科学誌『科学』および唯物論研究会の活動にみられる科学

史的記事を念頭に置きつつ、これら 5名の報告に言及し、ここでは「学会創設前夜－雑誌『科学』
と唯物論研究会－」と題してまとめた。

本稿が日本における科学史研究の黎明期から独自展開していく過程を検討する一素材になれば幸

いである。
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文献と注

1) 平田寛「日本科学史学会について」『科学技術』第 1巻 7号（1942年）、103-105頁。道家達将「第 1回　日本科学
史学会の創設　連載「我が国の科学史」」『学術の動向』1996年 4月号、58-64頁。道家達将「第 2回　科学史学会
創設直前の数年　連載「我が国の科学史」『学術の動向』1996年 5月号、51-55頁。湯浅光朝、島村福太郎、首藤
郁夫「科学史研究をふりかって：学会創立のころ」『科学史研究』第 41巻 221号（2002年）、35-41頁。

2) 菊池代表の報告書には 2種類あり、表紙の記載それぞれ以下の通りである。『我が国の科学史研究の歴史と現状に
ついての実証的研究（研究課題番号 01302060）平成 2年度科学研究費補助金（総合研究 A）研究成果報告（第一報）
平成 3年 3月　研究代表者　菊池俊彦（中央大学法学部）』。『我が国の科学史研究の歴史と現状についての実証的
研究（研究課題番号 01302060）平成元年～ 3年度科学研究費補助金（総合研究 A）研究成果報告書　平成 4年  研
究代表者　菊池俊彦（中央大学法学部教授）』。この前年 1991年 4月に『資料　日本科学史学会年表（稿）日本科
学史学会　創立 50年記念事業会』と記された冊子も刊行されている。

3) 井原代表の報告書の表紙には、『日本の科学史研究における碩学からのヒアリングと画像記録による資料収集（研
究課題番号 04302062）平成 4年度～平成 5年度科学研究費補助金（総合研究 A）研究成果報告書　平成 7年 3月 
研究代表者　井原聰（東北大学大学院国際文化研究科教授）』と記されている。

4) 溝口元「第 25回国際科学史技術史会議（リオ・デ・ジャネイロ：ICHST2017）参加記」『第 25回国際科学史技術
史会議（於リオデジャネイロ）報告集』日本学術会議史学委員会 ICHST分科会（木本忠昭責任編集）、32-36頁。

天文学者山本一清と「日本理学史会」 
――日本科学史学会の創立前史

中　村　　士
つこう

＊

１．はじめに

2016年は日本科学史学会の創立 75周年にあたる年だった。1941（昭和 16）年に、桑木彧
あや

雄
お

を

初代会長として日本科学史学会は発足した。ちなみに、この発足は、明治以降に創立された我が国

の各分野の学会に比べると、きわめて遅い時期に属する。この小稿では、実はその 10年前に、京
都帝国大学教授の山本一清を中心とする、日本科学史学会創立の前史とも言うべき一連の活動が

あったことを、新出資料に基づいて報告する 1）。筆者の調べた限り、この活動について今までに言

及した著書や論文は見当たらなかったから、今後、本稿が日本科学史学会の創立事情をさらに探求

する一助になればと願うものである。

２．天文学者 山本一清

山本一
いっせい

清（1889-1959）とは滋賀県上田上村（現在の大津市）出身の天文学者で、京都帝国大学
の物理学科を卒業した後、同大学理科大学のスタッフとなり、1922年から約 3年間米国に留学、
1925（昭和元）年には京都帝国大学宇宙物理学教室の教授に就任した。同教室の先輩教授には、宇

　＊   大東文化大学東洋研究所・兼任研究員　E-mail: tsukonk@yahoo.co.jp
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宙物理学教室の創立者で、後に京都大学総長になる新城新蔵（1873-1938）がいた。1929年、新設
された大学附属の花山天文台台長も兼任、この後約 10年間、海外への日食観測隊派遣、国際会議
への出席、国際天文学連合（IAU)の分科会委員長などで活躍する。
ところが 1938年（昭和 13）、定年年齢を待たずに突然京都大学を依願退職、2年後、郷里の上田

上村に戻り、自力で私設の山本天文台を建設した。この天文台を本拠に、多くのアマチュア天文家

の支援と育成に努めた。1920年（大正 9）に天文同好会である「東亜天文学会」を創立、機関誌『天
界』も発行して、これらの活動は現在も後継者によって活発に続いている。京都大学在職中から啓

蒙著書も非常に多数執筆した。一方、山本は天文学の多くの分野に手を染めはしたが、黎明期の大

学教員にありがちな例にもれず、目立った研究業績は特に見られない。

山本の死後（1959年）、山本天文台は長年そのままになっていた。2010年頃になって遺族から、
多数の蔵書を含む山本一清全資料が京都大学に寄贈された。これを受けて京都大学内に「山本天文

台資料室」が作られたが、2018年現在は閉鎖中であると聞く。

３．「日本理学史会」に関する山本一清資料と同会の活動

筆者は 2014年から数回、山本資料室に所蔵される洋書の古書を閲覧する機会を得た。その途中
で、「日本理学史会創立事務書類」と墨書された一束のぶ厚い封筒に偶然目がとまった。中身は、

1931（昭和 6）年に山本が中心となって「日本理学史会」と称する（以下、「理学史会」とも略記する）
科学史の学会の全国組織を設立するために行なった一連の活動資料と関係者との通信記録だった。

資料の内容は、次の 5種に分類できる。以下、それらを順に要約して紹介する。
(1)　印刷された 4月 10日付の、日本理学史会創立趣意書と発起人依頼書
これは 7項目の会の目的と趣旨を述べて、理学史の全国規模の学会を設立すべく、発起人を依頼

する書状である。末尾には 10名の創立準備委員の名前を挙げていた。その氏名は五十音順で、石
橋栄達、川村多實二、桑木彧雄、中村新太郎、新村出、田邊朔郎、中瀬古六郎、能田忠亮、森總之

助、山本一清、である。彼らの所属は、桑木彧雄を除く全員が京都帝国大学の関係者だった。

(2)　同じく印刷された日本理学史会規則（案）
会の英語の名称、Japanese Association of Science History に始まって、名称、目的、会員、役員、

本部及び支部、事業内容、会費、などの規定案を説明している。この規則案で注目すべきは、日本

理学史会に、通常の学会機能に加えて、史料を所蔵する文書館的役割も持たせたいと提案している

点である。

(3)　便箋にペン書きされた発起人依頼書送付リスト
山本が便箋 16枚にペン書きした、約 140名への発起人依頼者の住所・氏名リストである 2）。こ

のリストを通覧すると、当時の理学、工学、医学、農学、博物学等の分野で知られた名前が載って

おり、南蛮学、蘭学の研究者も網羅している。

(4)　回答はがき
発起人の依頼は往復はがきを使用した。返信はがきは 82通、そのうち、発起人を承諾する旨の

回答は70通、不承諾が12通、無回答が58通だった。返信の内容の大部分はごく簡単な回答だった。
賛意を表明した者のうち、石原純は、名称は「理学史会」より「科学史会」が良いと注記している。

無回答は 58名で、その顔ぶれをながめると各分野の代表者・大物が多い印象を受ける。
(5)　関係者からの書簡
山本らが呼び掛けた理学史会の立ち上げに対する往復はがき以外の書状である。
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(a)　桑木彧雄
3月 19日付封書、3月 31日付封書、4月 12日付封書、4月 20日付封書、5月 19日付はがき、
などである。これらを読む限り、理学史会の計画は明らかに山本主導で進められことが分かる。

(b)　三上義夫
3月 27日付封書、4月 3日付封書。山本が提案した科学史史料の文書館的役割は、大学の図書館

がやればよいと述べている。

(c)　ジョージ・サートン（George Sarton）
サートンは周知のように、米国の科学史の国際学術研究誌 Isisの創始者である。5月 1日付返書、
理学史会の計画を歓迎する、Isisに紹介したいので理学史会に関する情報を知らせて欲しいと述べ
ている。その英文を本稿の末尾に採録しておいた 15）。

(d)　その他
北大総長 南鷹次郎、伊藤篤太郎（伊藤圭介の孫）ら、数名からの返書もあった。

日本理学史会の発足準備会は、京都大学楽友会館内に事務局を置き、そこで 4月 8日に第 1回の
準備委員会が開催された。桑木をはじめ、準備委員の多くが出席した。小倉金之助もオブザーバー

として参加する予定だったが、病気のため直前でキャンセルした。第 2回の準備委員会は 5月 21
日だったが、桑木は他用のため欠席した。

このように、準備会は順調に滑り出したかに見えたが、たぶん 6月頃に、唐突にこの理学史会活
動は停止したらしい――停止したと言っても、明確な証拠を見つけたわけではなく、山本一清資料

から筆者が知った限りの状況判断である。山本の年譜などを参照する限り 3）、1931（昭和 6）年の
前後数年は山本は 40歳代前半で、社会的にも順風満帆の時代だったようだ。昭和 4年には新設さ
れた花山天文台の台長も兼任、スマトラでの日食観測、ジャワ、カナダでの太平洋学術会議への参

加など、海外へも活発に飛び回っているのである。したがって、山本には、大々的に呼びかけて始

めた理学史会を自ら密かに停止する理由は、少なくとも表面的には公私共に見当たらず、筆者の目

には当初大きな謎として映った。

４．日本科学史学会の創立事始め

日本科学史学会は、1941年（昭和 16）4月に、九州大学の桑木彧雄を初代会長として発足した。
日本科学史学会がこの時期に誕生した背景について、例えば中山茂が『科学史』（1967年）の中で
書いてはいる 4）。しかし、当時の一般的な社会情勢を述べているに過ぎず、創立事情に関する具体

的な情報は何もない。『科学史研究』第 1巻第 1号の巻頭言に桑木が書いた文章も同様である。
ついで、科学史学会創立 30周年にあたる 1971年に発行された『科学史研究』の中で、当時の会

長湯浅光朝が「学会創立 30年の回想」と題して、学会の創立の事情については、菅井準一氏の「“日
本科学史学会 ”事始」（『日本科学技術史大系』第 1回配本附録「科学史手帖」１）が、これまでに公
刊された唯一の文献であると述べた 5）。湯浅が科学史学会創立について触れたのはこれだけである。

「科学史手帖」とは、日本科学史学会創立 20周年の記念事業として出版された『日本科学技術
史大系』6）の各巻に挟み込まれた小冊子である。菅井が執筆したページを読んでみると、1941年の
科学史学会発会の前後半年ほどの事情は詳しく説明しているが、それ以前の消息については具体的

な記述はわずかである。以下に、科学史学会発足の前史について記した段落を引用する 7）。

昭和のはじめごろのことですが、当時京大理学部講師として科学史を講じておられた中瀬古六

郎さん（化学出身）などの肝いりで、日本各地に散在している科学史研究者の学会的な組織を
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作ろうという企てを始めたことがあります。そしてあの頃、まだ二十代の終わりだった矢島祐

利君や私のような者にも、発起人になって欲しいという主旨の書面をもらったことがありまし

た。とりあえず石原純先生ともご相談のうえ、受諾の返事をしておきましたが、その後梨のつ

ぶてで、けっきょく沙汰やみになってしまいました。しばらく後に京大化学教室に小松茂先生

を訪ねましたところ、談たまたまこの企てに及びましたが、中心になる人々の間の人間的な軋

轢、経済的な行き詰まりなどもあったようで、私どもとしてはざんねん至極というほかはあり

ませんでした。・・・

５．日本理学史会と菅井準一の事始め記事との関係

次に、山本一清による日本理学史会と、菅井準一の記事との関係を考察してみよう。菅井は理学

史会という言葉を一度も使っていないため、菅井が言う全国組織が理学史会のことを指すとは即

断できない。また、菅井の言葉、“昭和のはじめごろ ”が、具体的に何年なのかは分からないから、

昭和 6年の理学史会とは別な団体について述べた可能性も完全に否定はできない。
しかし、わずか 5年程度の時間差で、どちらも京都大学関係者を中心とする科学史の全国組織

が、独立に 2つも提案されたとは、常識的には非常に考えにくい。菅井の証言に出てくる、中瀬古
六郎（理学史会では創立準備委員の一人）、小松茂（理学史会発起人の依頼はがきを受取った一人）

などの関係者名も、理学史会と共通していること、また、“ その後梨のつぶてで、けっきょく沙汰

やみ “という菅井の言葉も、理学史会のたどった運命と同じであること、などを考慮すれば、菅井

が述べた日本科学史学会の前身計画とは、すなわち日本理学史会のことと断定してよいと思う。

ところで、日本科学史学会の前史について菅井が書いた、“中心になる人々の間の人間的な軋轢、

経済的な行き詰まり ”が理学史会のことを指すとすれば、菅井の言葉に対応する背景は存在した。

京都大学花山天文台の建設の際に、用地購入問題が起こったという。この問題に関して、宇宙物理

学教室の先任教授で昭和 4（1929）年に京都大学総長になった新城新蔵と山本との間に深刻な対立
が生じた 8）。新城の専門は中国古代の天文暦学史・科学史だったから、本来なら新城は理学史会の

呼び掛けに諸手を挙げて賛成しそうなものだが、実際には回答はがきも返しておらず、二人の対立

関係を暗示する。また、菅井の言う “人間的な軋轢 ”とは、このことを指すように思われる。

山本が理学史会の準備活動を 6月頃に唐突に停止したのは、京都大学首脳部から圧力がかかった
のが原因なのかもしれない。理学史会の準備委員は桑木を除く全員が京都大学関係者だったから、

例えば仮に、大学の最高権力者が、山本との対立関係を背景に学会の創立活動を妨害しようとすれ

ば、準備委員会は壊滅状態にならざるを得なかっただろう。そして事実、そのような結果に立ち

至ったのである。以上のような状況を考えれば、苦しい胸の内を誰にも打ち明けられなかった山本

の心情は、筆者には理解できる気がする。結局、ことの真相は分からないが、その後、理学史会の

活動は立ち消えに終わってしまった。

６．日本科学史学会の創立へ

菅井が書いた日本科学史学会事始めによれば、理学史会が “その後梨のつぶてで、けっきょく沙

汰やみ “になった後も、桑木などは残念がって、あのような会がなんとか出来ないものかと、上京

の度に話題にしたと言う 7）。そして理学史会の約 10年後、1941（昭和 16）年になって日本科学史
学会は漸く発足をみた。

ところで、理学史会の失敗から新しい科学史学会の発足まで、なぜ 10年もの歳月がかかったのだ
ろうか。山本が、理学史会活動を停止したのか否かを準備委員の誰にも説明した形跡はないことは

既に述べた。そうした状況下に置かれた準備委員と関係者たちは、山本の真意を見極めるのに相当
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な時間を要したことだろう。また、発起人を引き受けた多数の研究者たちは全国に散らばっていた

わけだから、彼らの間に理学史会の失敗が認識され浸透するのに、更なる時間がかかったに違いな

い。まして、菅井や桑木の言葉に現れたような失望感を拭い去り、新たなる科学史の学会設立を関

係者が再考できるまでには、結果として 10年近い歳月がかかってしまったのもうなずける気がする。
以上は当時の一般的状況からの推測に過ぎないが、この節ではもう少し具体的な事実に基づく

日本科学史学会設立の背景を述べる。1940（昭和 15）年は神武紀元 2600年にあたるため、ときの
内閣はその 4年前から紀元二千六百年奉祝会を組織し、各種文化事業を奨励する基金を提供し始め
た。1906年に設置された帝国学士院もこれに呼応して、3件の学士院事業を奉祝会に推薦すること
を、1940年 4月に異議なく議決した 9）。その一つに「科学史の編纂」があった。昭和 15年前後の
学士院会員名簿によれば、科学史の専門家は見当たらないが 10）、院長だった長岡半太郎（長岡の

祖父が伊能忠敬の門下だったため、大谷亮吉による『伊能忠敬』の出版などを主導した）や新村出

（『南蛮広記』、『海表叢書』、『船舶史考』などの著者・編者）あたりが中心になって提案したのでは

ないだろうか。特に新村出は、日本理学史会の創立準備委員の 1人でもあったことは既に触れた。
結局、奉祝会は「科学史の編纂」を含む 2件の提案を採択し、帝国学士院に事業を委託した 9）。

この提案の趣旨は、帝国学士院が科学史研究の重要性を認識し、日本の過去の独創的な科学的研究

を発掘して、民族意識を高めることが主な狙いだったようだ 10）。学術研究の中枢である帝国学士院

内にこのような動きがあることを知れば、科学史を研究する者としては理学史会の失敗を思い起こ

し、再度そのような学会を立ち上げる努力をしてみようと考えたのは自然な成り行きだったろう。

実際、この推測は帝国学士院の議事録からも裏づけられる。1941（昭和 16）年 4月 21日、帝国
学士院の院長長岡半太郎は「日本科学史編纂」の委員候補として桑木彧雄を含む 11名を招待し、
編纂の具体的方針を協議した 11）。まず注意したいのは、この 4月 21日は日本科学史学会の発会日
4月 22日の前日だった点である。これが偶然の一致とは考えられない。帝国学士院の関係者と日
本科学史学会準備委員とはかなり以前から連絡をとり、東京以外からの出席者の便宜を考えて両者

の日程を調整したに違いない。

もう一つ注目すべき点は、桑木の担当分野が物理・化学ではなく、“ 天文 ” になっていることで

ある 11）。この時点では物理・化学をどのような部門にするかはまだ未定だったため、担当者はい

なかった。桑木は九州帝国大学における物理学の教授で、アインシュタインの相対性理論の普及な

ど近代物理学の啓蒙・普及に努めたが、天文学史については著書や研究業績は特に何もない。一方

の山本一清は、Isisに国友藤兵衛による反射望遠鏡の論文を発表していたし 12）、非常に多数の天文

学・天文学史に関する一般啓蒙書を執筆していた。これらの点を考え合わせると、もし理学史会の

失敗がなかったら、本来なら山本が担当すべき帝国学士院の委員を、理学史会で山本と行動を共に

した桑木が、いわば代理のような形で天文分野の編纂委員になったと推定される――ここにも理学

史会時代からの影響を読み取ることができる。

以上に述べた議論から筆者は、帝国学士院による昭和 15年の「科学史の編纂」事業の議決が、
1941（昭和 16）年 4月の日本科学史学会発足に一つの重要な役割をしたと判断する。
日本科学史学会の創立に関して筆者が抱いた一つの疑問は、理学史会の失敗が山本の明白な落ち

度でなかったとして、理学史会の準備会で最も経験豊かだったはずの山本が、昭和 16年の日本科
学史学会の立ち上げに、なぜまったく関与しなかったのかという点である。

『科学史研究』の第 1号の会報記事には 13）、3月末に学士会館で日本科学史会の発起人会が開催
された報告と、発起人 44名のリストが掲載されている。この中で、理学史会の準備委員と発起人
でもあった人々は、石原純、上田穣、小倉金之助、桑木彧雄、桑木厳翼、小松茂、三枝博音、菅井

準一、田辺元、中村清二、平山清次、矢島祐利、藤原松三郎ら、かなりの人数がいるが、山本の名
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は、発起人リストにも、学会発足後の顧問や委員の名簿にも見当たらない。『科学史研究』の第 4・
5号末の学会会員名簿（全 362名）に、山本一清、田上天文台台長（天文）として、名前が見える
のみである。

このことは、山本側の事情を反映しているのかもしれない。第 2節にも述べたが、山本は 1938（昭
和 13）年、通常の定年を待たずに突然京都大学を依願退職、出身地の上田上村に帰って山本天文台
を建設した。この間の事情を山本のご子息が、1959（昭和 34）年の一清の追悼記事の中で書いてい
る 3）。山本が依願退職をするに至った動機は、山本の海外出張中に起きた、彼に対する京都大学教

授会からの辞職勧告決議だった。勧告の理由は公開されていないらしいが、常識的にみて、何の根

拠もなしに教授会がこのような重大な議決をしたとは考えにくい 14）。京都大学を含む、当時の科学

史の研究者たちも同様な印象を抱いたのではないだろうか。そのために、日本科学史学会の関係者

たちは創立準備会に山本を迎え入れることに躊躇し、山本自身もまた、敢えて参加しようとはしな

かったのではないかと私は推察する（新城は 1938年に死去していたから、新城からの影響があっ
たとは思えない）。

７．結語

以上が、日本科学史学会の創立前史に関して筆者が調べ得た内容である。山本に関しては、山本

と新城との対立関係を知れば、理学史会の唐突な停止理由を親しい準備委員にさえ説明できなかっ

た山本の態度は、無理もなかったという気がする。それに対して桑木の方は、山本と共に理学史会

の中心人物であったにもかかわらず、日本科学史学会の創立時に、その前史ともいうべき理学史会

活動に何ら触れていない。科学史においては先駆的・萌芽的な事績が重要と筆者は考えるので、理

学史会活動の証人として、桑木には理学史会の歴史的経緯を書き残して欲しかったし、道義的にも

言及すべきだったと思う。

こうした不幸な経緯のために、理学史会の活動が後世に正しく伝わらなかったわけだが、本稿の

調査によって、菅井が回想記で述べた日本科学史学会創立の前史は、理学史会の活動にほかならな

いこと、よって、後の日本科学史学会の発足に、山本が理学史会の活動を通じて少なくとも間接的

には寄与したことは明らかにできたと考える。したがって、日本科学史学会の創立に山本一清が果

たした役割は再評価されるべきというのが本稿の結論である。 
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